


























































































シフト幅 Rjはサービス水準 Sjに依存するので，Sjの関数と考え，Rj=R(Sj) 
とおしこの関数は次の性質を持つものとする。
R' >0， R"く 0，R( 0 ) = 0， R' ( 0 ) > 1 (1) 
すなわち，Rは Sjの増加に対して逓減する率で単調に増加し， SjがOのと
きは RもOで，初めの l単位の付加価値サービスは常に利益的である。(図 1) 
付加価値サービス水準(費用)Sjを加えた留保価格を R とおき，その分






のグラフで表わしたものである。 R(Sj)-Sjが最大となるような Sjの値 3
が，最適な付加価値サービス水準であるので，stは，R(Sj) -Sjを Sjで微
分し oとおいて求める。したがって，
































































(i= 1 ， 2) (3) 




















H一(Po-Pw)(Ph-Po+R(Si) -Si) . 
2Ph 





























































































ここでもし，図 4のように PwくP1-R(Sd で，小売業者の 2の提示価
格 P2が Pwと P1-R(S1) との間にあるならば，小売業者 lを訪れて購買
に至らなかった消費者のうちの一部，すなわち図 4斜線部 (P1-R(S1)一
















である。 (9)式において， I 2を最大化する P2を求めると，














































































































定理4 1." 、かなる価格競争も生じさせない建値の水準 P事は，最適サービス



























































3) Batzer E. & Laumer H. [ 6 J訳書，第E編第一章参照。
4 )実際，近年の大規模小売庖は高水準のサービスが売り物の専門庖形態からディスカウ
ント屈まで多様な業態分化が見られる。
5) B(Po;， Sj)は，価格が Pj=九j+Sjのときの販売可能性を表わすが，初めに仮定したよう
に規準化して販売量と考える。
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